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自立支援の取組について 

【中間的就労事業】  
１ 延べ事業参加者数(平成２９年９月１日～平成３０年３月３１日) 

３８人（実人数３１人） 男性２９人 女性２人 平均年齢５２歳 

２ 主な就労形態と受け入れ先 

○最低賃金が保証された雇用契約（一般就労、短期アルバイト） 

販売業務(1 人)        窓口業務(1 人) 

公共施設清掃業務(2 人)    公共施設緑地帯整備(6 人) 

公園園地管理作業（3人） 

○有償ボランティア（清掃作業、農作業） 

     農作業(3 人)         施設清掃業務(2 人)   

公園清掃(7 人)        公衆トイレ巡回清掃（2人） 

○無償ボランティア（障がい者施設、農作業） 

障がい者支援施設(2 人)     農作業（9人） 

 

      

    作業の様子 

３ 事業効果（裏面参照） 

４ 事業の課題 

・継続的な活動場所の確保 

・利用者の状態にあった活動メニューの充実 

５ 今後の予定 

平成 30 年 6 月 梅収穫作業 

平成 30 年 7 月 農政課所管公園の清掃 

 

 

別 紙 
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 事業効果 

最低賃金が保証された雇用契約 

対象者 効果 

45 歳女性/他者とのコミュニケーション

が苦手で就労が長続きしない 

コミュニケーションが苦手だったが、同僚

とも良い関係を築き就労継続中 

（週 3日販売業務） 

55 歳男性/リウマチのため制限があり、応

募をするも不採用が続いていた 

体調に合わせ就労継続している 

（週 3日窓口業務） 

62歳男性/ウイルス性B型肝炎のため体調

不良である訴えが強く、面接時に好印象を

得られず不採用が続いていた。 

4 日間の短期アルバイト（清掃作業）実施

後、臨時職員として採用される。 

56 歳男性/不就労期間 20 年 
刈り払い機の講習を受け、今後は事業協会

等での臨時雇用で清掃作業に従事予定 

62 歳男性/応募をするも面接時に意欲が

伝わらず不採用が続いていた。 
アルバイトで就労した。（ホテル清掃業） 

有償ボランティア 

対象者 効果 

64 歳男性/交通事故の後遺症により足を

悪くしてから制限があり、就労意欲が低く

求職活動が進まず引きこもり状態。 

公園清掃ボランティアへ参加し、今後も作

業に参加の意向を示した。 

43 歳男性/就労意欲はあり、求職活動を行

っていたが、不採用が続いていた。 

みかん収穫ボランティアに参加。意欲の向

上も見られ、求職活動の結果、土木会社に

就労した。 

52 歳男性/コミュニケーション能力が低

く、対人関係を築くのが苦手。 

人と接する機会を増やすため、今後も事業

協会の清掃ボランティアに参加予定 

無償ボランティア 

対象者 効果 

48 歳男性/統合失調症により、通院以外は

引きこもりな生活状況 

週 5日通所。ボランティアに限らず地域の

活動にも参加開始した 

54 歳男性/心疾患、高血圧で就労不可状

態、家にこもりがちで社会との交流希薄 

オレンジ収穫ボランティアに参加、心臓の

負担を考慮しながら活動、人との交流も楽

しく次回も参加したい意向。 
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